




The Current State and the Future of Information Education at 
Toyo Eiwa University
ARITA Fumiko
 Problems in the current state of information literacy education at Toyo Eiwa University are 
analyzed in this paper.  For my analysis, I used questionnaires executed at the start and end of the 
academic term. At Toyo Eiwa University, a class in information literacy has been introduced for 
first-year students, and all students must complete the class. Since information education has been 
initiated as a subject in high school, students should have acquired basic knowledge at the high-
school level, but actually, students who don’t understand the operation of a computer may be found. 
As a result, differences in ability exist among Tokyo Eiwa University students. When the results of 
the self-evaluation questionnaires conducted at the end of term are analyzed, it can be understood 
that students recognize that their knowledge and skills are insufficient, and that they have the will to 
study more.  “Is information education needed at a university?” I have reached the conclusion that 
information education “is necessary” .
キーワード	： 情報教育　コンピューター・リテラシー　情報活用　アンケート調査



































2006 年 4 月になる。この後、学習指導要領の

















































筆記試験 149 19 103 68 339
面接試験 42 23 35 47 147

























　1 年生の「基礎情報科学Ⅰ」履修者は 21 ク













































































る。Microsoft PowerPoint（以後 PowerPoint と
記す）によるプレゼンテーションによる資料
作成や、レポートに作成に不可欠な Microsoft 































































　第 3 に、「ワープロ（Word など文書作成のソ
フトウェア）の機能は習得していますか」の質






























　そこで、図 1 で示した調査項目を「2004 年
履修前調査」と比較してみる。「2004 年履修前
調査」では、習得度合いをレベル 1 からレベル
5 までの 5 段階に分け、レベルを選択形式で回

















と Excel の学習状況の相関を見る（図 2 参照）。
Word と Excel の双方とも「若干の利用経験が
ある」と回答した学生が 58％と大多数を占め








いますか」16 の質問項目の結果が図 3 である。
自由記述ではなく選択肢を提示してあり、複数


















































い。種類は、ワープロ検定 3 級、準 2 級、1
















































































































































































































て指導しているのが Word である。「2017 年履
修前調査」では 78％が【若干の利用経験がある】
または【全く使用したことがない】と回答した





















と回答している（図 7 参照）。「2017 年履修前
調査で 10% の人が【全く使用したことがない】
（図 1 参照）と回答しており、「2017 年履修前




































































































































6 同上　資料の当該ページには 2011 年 4 月 28 日
の表示あり





9 本論では「2004 年履修前調査」と「2007 年履
修前調査」を比較して議論しているが、調査は
毎年継続して実施している。
10 図 1 の選択肢の表示は【かなりの知識がある】
に該当
11 図 1 の選択肢の表示は【基本的なことは知って
いる】に該当
12 図 1 の選択肢の表示は【若干の利用経験がある】
に該当





























































ループ（第 1 回）　配付資料　「資料 8　情報
に関する資料」http://www.mext.go.jp/b_menu/
shingi/chukyo/chukyo3/059/siryo/__icsFiles/
afieldfile/201
